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家政学原論・家庭経営・家庭経済・家族関係

　　　　　　　教員の定年後生活（第6報）

　　　一教員共働き家庭に於ける役割分業と家族関係一

共立女大　○細江容子　横浜国際福祉専門　竹田久美子　群馬大

お茶女大　　大塚洋子　．袖井孝子　大修館書店　福島裕子

長津美代子

【目的】ここでは、男女が同程度の収入と労働時間を持つ教員共働き家庭の男女がどの様

　な役割分業によって、子育てや介護などの問題を乗り越えたてきたか、また教師である

　ことが親子関係や夫婦関係にどの様な影響を与えたかについて、事例を中心に分析する
　ことで、教員共働き家庭の役割分業と、家族関係についての特色を捉えることを目的と

　した。
【調査方法】第５報に同じ

【結果】事例調査の結果の分析から、以下の事柄が要約できる。
　①この年代（50～60代）の教員共助き男女では、当時受けた教育の問題もあり、性別分

　業意識が強いケースが多く、子育てなど家庭での仕事もほとんど女性が担当しており、

　男性の協力は少ないといえる。②女性は仕事と家事・育児との両立のため自分や配偶者

　の親と近居や同居等により、何等かのかたちで親族からの援助を受け仕事を継続してい

　るケースが多いといえる。③当時は保育所等での公的サービスが十分ではなく、私的保

　育サービスに頼ることは、経済的に大変であったため、親族の援助は欠かせないものと

　いえ、経済的要因によって親族の援助を頼るケースも多いといえる。③教員と言う職業
　は他の職業と異なり、特に地域社会との関係が強い地方においては、子や親が教師であ

　ることへのプレッシャーを強く感じるケースも少なくないといえる。

2Ta－5 教員の定年後生活　（７）ライフコースにみる教師類型－一事例調査より
　　横浜国際福祉専門　Ｏ竹田久美子　　お茶女大　袖井孝子　大塚洋子

　　共立女大　細江容子　　群馬大　長津美代子　　大修館書店　福島裕子

　【目的】教員の職業生活に焦点をあて、特に性別・出身校・職業上の地位に注目しながら
教員のライフコースを類型化し、その規定要因を明らかにする。また、各類型ごとに教員

の職業生活における喜びや悩み、困難などについて考察する。

　【方法】第５報に示した定量的調査の対象者のうち、個人調査への協力に応じるとの回答

のあった者から男性33、女性3 1ケースを抽出し、訪問面接法による聞き取り調査を行っ

た。調査時期は1994年7月～8月。

　【結果】①男女別、出身校別に職業上の地位をみると、男性では旧制師範および国公立大

学教育学部出身者の管理職率は78.6%であるのに対し、私立大学および短期大学出身者の

それは50.o%と歴然とした差が認められる。女性においては出身校にかかわらず管理職率

は低い。②教員のライフコースを職業上の地位に注目して類型化すると、「順調管理職型」

　・「生涯教諭型」・「ジレンマ型」の３類型に分類される。③男女別に類型をまとめると、

男性は「順調管理職型」が最も多く、女性では「生涯教諭型」が最も多い。「ジレンマ型」

は男性よりも女性において全体に占める割合が高くなっている。④出身校と性別によって

類型をみると、男性においては「順調管理職型」が「旧師範・国公立」出身者に多く、「

ジレンマ型」は「私大・短大」出身者に多くなっているのに対し、女性の場合は「ジレン

マ型」が「私大・短大」よりむしろ「国公立大」出身者に多くなっている。⑤「ジレンマ

型」の教員の多くは、管理職登用のシステムや学閥のあり方、職業生活上の男女差別など

について悩みや不満を表明している。
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